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期末テストが近づいています。 

本校では、テストに向けて以下の取組を行っています。 

 

①学習ポイントの記載を入れたテスト範囲表を配布しています。 

②全学年、学活の時間を利用してテスト学習計画を作成しています。 

③生徒は、自分の学習時間を各自で記録しています。 

④教師は、ワークのテスト前の点検と質問の奨励に取り組んでいます。 

 

 見通しをもって、時間をコントロールし、効率的にテスト勉強を進めることで、学力の向上をめざしてい

ます。それぞれが自分の高みをめざして、取り組んでくれたらと思います。 

 

 ちなみに、５０分単位で１教科の学習を進め、１０分休憩のサイクルの学習が、脳をリフレッシュさせて

効率がよくなると聞いたことがあります。試して効果があったという報告もありました。 

 

 子どもたちは、よりよい結果を求めて学習をスタートさせることと思います。 

 ご家庭で、以下の２点について、ご協力をお願い致します。 

ノー画面ウイークの取組の徹底 

  規則正しい生活習慣へのあとおし ･･･ １２時までの就寝を学校で呼びかけています。 

 

 

 

 

 ４月・５月の学習時間の学年平均は以下の通りでした。４月に比べ、５月の学習時間が伸びています。 

５月に中間テストが行われたことで、テスト勉強の取組が充実していたことが影響しています。まもなく 

６月の学習時間の集計結果が出ます。さて、７月は？ 

 

  １年 ２年 ３年 

平日 
４月 ５３．１ ８５．６ ５４．３ 

５月 ７８．０ １０４．６ １１２．５ 

休日 
４月 ４５．４ ６９．０ ５３．１ 

５月 ６５．１ １０１．１ ９９．９ 

 

 

 

 

6 月 22 日（金）に、１２名のお客様がおいでました。 

 1 年生２名が、お花をもってきてくれたおかげで、教室や校内に飾ることができました。カラーや笹ゆり

などで、お客様を気持ちよくお迎えすることができました。 

お忙しい朝、お花を持たせて頂き、どうもありがとうございました。 

 

 

 

  

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜   

1 日 県陸上競技大会 

2 月   

3 火 ３年薬物乱用防止教室５限 

4 水 研究授業 

全校集会 

職員会議④ 

5 木 期末テスト 

授業整理会 

6 金 期末テスト 

7 土   

8 日   

9 月 非行被害防止講座 13:40 

10 火   

11 水 職員会議⑥ 

シェイクアウト・避難訓練 11:00 

12 木  

13 金  

14 土 通信陸上 西部陸地 

15 日 通信陸上 西部緑地 

県吹奏楽コンクール能美タント 

16 月 海の日 

17 火 保護者・生徒アンケート実施 

18 水 １年海洋教育磯観察 1～4限 

２年職場体験打ち合せ３・４限 

生徒会委員会⑤ 

19 木   

20 金 終業式 

ワックスがけ廊下 

21 土   

22 日 三波小学校初夏コンサート 12:00 

23 月 保護者懇談会 9:00～16:00 

飯田高校体験入学 13:15 

24 火 2 年生職場体験～8/3 

七尾高校体験入学 12:40 

25 水 能登高校体験入学 8:40 

石川高専体験入学 9:00 

26 木 輪島高校体験入学 13:00 

27 金 姉妹都市小林市への派遣交流～7/30 

北陸学院体験入学 8:30 

28 土   

29 日   

30 月   

31 火 遊学館高校体験入学 9:00 

 

掃除と聞いて思い浮かぶことは何でしょ

うか。苦手、面倒、すっきり･･･ 

学校では毎日１５分の掃除の時間があり

ます。おそらく、日本中の学校で設定され

ている時間です。 

 

 ２０年前、アメリカの学校を訪問する機

会がありました。日本の小学校でいう２限

目と３限目の間の長休みの時間に、子ども

たちは広い芝生の中庭に集まってきます。

おしゃべりをしたり、ボール遊びをしたり、

おやつを食べたりして楽しんでいました。

しかし、授業開始と共にだれもいなくなっ

たきれいな芝生の上には、たくさんのゴミ

が散乱していました。 

 しばらくして、数名の大人の方がやって

きて、掃除を始めました。 

 「子どもたちは、なぜ自分たちでゴミを

かたづけないのですか」と学校長に尋ねる

と、「彼ら大人の仕事がなくなる」との返答

があり、驚かされたことを覚えています。 

 ワールドカップのサポーターがスタジア

ムのゴミを拾って帰る姿がニュースとなっ

ています。 

 長い年月を通してしみこんだことが、世

界の中で形となって表出していることに勇

気をもらいます。 

 

 時代が変わっても毎日の生活の中で身に

つけたことは強いです。 

 「落ちているゴミ、見えているゴミに気

づかない人が、どうして見えない人の心に

気づけますか。」そう教えられたことを思い

出します。落ちているゴミ、曲がっている

物、そういうことからきちんと整える、そ

んな学校でありたいと思います。 

行動し、大切に伝えていくべきことがあ

ることを忘れてはならないのは、私たち大

人なのかもしれません。 

 

 とっても真面目に掃除に取り組む本校の

子どもたちを誇りに思います。全員がマイ

雑巾をもって掃除場所に向かいます。 

１年生の男子生徒が「お父さんも卒業し

た校舎だと聞いて、古い校舎なんだと思っ

た。自分もこの学校を大事にしたい。」と作

文に書いていました。うれしい言葉でした。 

 

 


